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サンマ棒受網の水中集魚灯利用試験

猿　谷 倫

彊　まえがき

最近日本のサ／マ漁業で，水中集魚灯の使用が問題になって来ているが．しかし実際には漁業に役立つか

どうか，不安がる向きも多い。

このような情勢から，昭和45年度に全国サンマ協会の委託と，サンマ漁船省力化研究会の要請でサン‥マ

棒受細水中集魚灯の，良否の試験を行なったので，その結果について報告する。

なお．試験に供した水中集魚灯は．日本海洋電気EK，魚群探知機，簡易ソーナーはEE産研．ならびに

EE光電製作所の協力によるものである。

試験の計画

1・期　間

第1回　　45年7月10日～7月20日

第2回　　45年9月16日～9月25日

2．海　域

北海道東～南千島沖

5．試巌船

水戸丸（150．67トン　450馬力）

鵬　　4・乗組員

船長　御薗　昌邦外21名

5．調査者

猿谷　倫

占．協力者

深川　元，竹成謙司（日本海洋電気EX）鳥井重次（EE産研）町田運八（ⅩⅩ光電製作所）

7　供試器材

水中集魚灯　　4組　　日本海洋電気EE

灯贅　　白灯　り餅500Ⅳ

赤灯　1．2腹

背灯　1．2餅500W

魚群探知機　　5台　　EE光電製作所梨

乾式75肛：ポータブル，トランジスター方式
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魚群探知機　1台　EE産研製

湿式75KC（簡易ソーナに併用）

魚群探知機　1台　水戸丸装備

200蹴，28KC　2周波兼用

簡易ソーナー1台　EE産研製

手動全方向湿式75KC　200KC

照　度　計　1台　東　芝　製

チ5塑

水上集魚灯　1式　水戸丸装備

樺受網漁具　1式　水戸丸装備

軍訂○水中灯

篭轟
［コソーナー

試験の方法

㊥右舷電気苧彪2，麒4，彪5の水上灯に併用して・水内汀並びに魚探（光電装）を装備（第2回目

魚探利用せず）

㊥紬舷網前電気学の水上灯に併用して，水中灯ならびに魚探（産研製）を装備0

㊤簡易ソーナーを右舷側中央部に装備（第2回目は水戸丸装備200KCを併用）

＠・彪2，彪4，水中灯には巻揚・哲沌装性u

ii）試験の方法

④　魚群集魚効果試験

吋右舷水上灯刀集魚状況を魚払ソーナー（以下略）で瑞，観察する0

②水中灯を水深2m・5m・10m，20mの各層に出走し，各層の集魚状況を調べる0

⑨水上汀，水中灯を併用して・その集魚効果を記執観察する0

④　左舷網前水上水中両灯の集魚効果を調べる0

以上，いずれの場合も漁獲試験を行なう0

㊥　魚群誘導試験

①瓜2，彪4電気学装備の水中灯を水探50～100mに垂下し・中下層魚群の集魚と鉛直誘導状

況を調べる。

②水上■水中両灯の操作により・魚群の水平誘導試験を行なう0

㊤　水中照度判定

右舷中央部電気学彪4を利用して水卜J水中両灯の照度を測る0

測定水渓　2m・5m・10m・15m・2cm

rヽ
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試験の結果

（i）試験経過

第1回目…・7月11日試験船水戸丸は釧路港を出発・釧路沖N420－40／E1440－44／

から色丹沖N450－15′　E1450－42・5′付近で小中さんま15トンを漁

獲し，この間水中集魚灯の試験を20数回実施することができた0

7月20日試験を終了，那珂湊に帰港した0

第2回呂…・9月16日。試験船水戸丸は那珂港を出港－，さんま漁場の不振から沖合漁場N420－

54′E15ロ〇一24′　付近まで調査を行なうも魚群発見されず，その後9月22日

25日の2日間道東沖N420－55′E1440」コ1′10数回操業，約5トン小中大さん

まを漁獲，この間水中灯の試験を行ない9月24日宮古港に入港した0

（ij）水中集魚灯試験結果

2回にわたっての試験期間中約50回の水中灯によるさんまの集魚または誘週試験を試み下記の結果

を得ることができた。

㊥　魚群集魚効果について（魚探記叙参照）

①　水上灯で集魚したさんま群に水中灯を投入・水深2m・5mで点灯した場合・一定の間隔（5－

10m）で集魚することが明らかになった0

②水深10ln以深で水中灯を点火すると表層魚群の散逸は認められなかったが，水中灯を中心に上

下に分離した魚探反応が記録された0

⑨水中灯で集魚して操業した後■右舷水中灯のみで約10分間点灯後水上灯に切り換ん直ちに操

業した結果，前回程度のさんまの漁獲（約100晦）を揚げることができた0

④　左舷網前水中灯集魚試験を2回実施するも，その効果を確認することができなかった0

⑤　第1回目の試験の結果から，第2回目は光力を500Wjたは灯色は赤・白以外に青灯を優見

合わせて反射板を併用するも集魚効果は第2回目と変わらなかった0

㊥　魚群誘導について（魚探記録参照）

①1・2回共に魚探により・100m以深の魚群（この場合魚種不明）を探知・水中灯を投入点灯

するも集魚の反応は記録されなかった。

②　操業時前5Dm，7Dm・100m各層水深に水中灯を投入1－2時間点灯するも集魚の記録

は認められなかった。

③　ブイを利用して，水中灯を本船より水平方向200m地点まで点灯しながら流したが魚群誘導を

明瞭に確認することができなかった0

6）水中照度について

①　漁場で水中照度測定時の透明度は5～8mで・いずれの場合も20m以深の照度は記頗されなか

②水上灯・水中灯を同時に点灯して測乱たら水中灯畢深層付近以外での高い髄は認められな

嘲
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かった。

③　水中灯，白灯1脚「，赤灯2柵の水中照度差は今回の測定ではそれ程認められなかった。

㊤　魚探，簡易ソーナーによる魚群量の考己録について

①1回日の右舷電気竿に装備の魚操は，海面のノイズ等の関係から．表層の魚群を確語するととは

困難であった。

②　左舷網前利用の魚操で，揚約時の網成り，魚群の動きが吾己録された。

（卦　簡易ソーナーは．海面のノイズ等から記銀が不鮮明であったが，75虻に比べ20DK：の方がよ

かった。

要　　的

試験の結果を要約すると下記の通りである。

④　さんま魚群に対する水中灯の集魚効果は確認されたが，現在のさんま棒受網の操業方式では，試験に

供した水中灯または試験の方法では水上灯以上の効果を認めることができないし，かつ実用化すること

は難かしい。

㊥　2回の試験に．中下層さんま群の魚探反応がなく，また表層魚群量も薄く水中灯によるさんま魚群誘

導の可否を答えるまでの試験ができなかった。

㊤　魚探簡易ソーナーによる魚群の定量的な確認にはまだ多くの問題がある。

文　　献

（1）佐々木忠義　1955：集魚灯　イデア書院

（2）浅利亀雄　19占4：サンマ棒受網漁業の経営合理化試験研究，福島水試事業報告

水中灯（1I酢　2ケ，2排　1ケ）を水深

1Dmで点灯時の集魚状況（上は208XC魚

探，下は簡易ソーナー75ECの記録）

∩

√ヽ
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撥受網投網から揚網までの魚探色ロ0Ⅳ）

妃領一（11

棒受網投網から揚網ま

での魚探（200肛）

害己領一（2）
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麟

水中灯（1排1ケ、を

水深100mで一≠ぽ】‾後水深

50mまでに引き揚げに集

魚状況の記録

水中灯（1肌1ケ）を水深100町で点

灯復，水深50mまでた引き揚げた集魚

状況の記録

水中灯（HW　2ケ）を

水深58mで点灯後水深2

20mrまで引幸揚げた時の

集魚状況
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●

水　中　照　度　測　定　表

●

月　　　 日 7 月 1 5 日 7 月 1 4 日 7 月 1 5 日 7 月 1 d 日 7 月 1 ‘日 7 月 1 6 日 7 月 1 7 日 7 月 1 7 日

時　　　 間 2 1時 4 0 分 2 5 時 5 8 分 2 0 時 5 0 分 1 9 時 4 0 分 2 0 時 1 0 分 2 2 時 4 5 分 1 9 時 5 D 分 2 0 時 5 0 分

測　　　 定 Ⅳ　 4 2 0－4 01 N　 4 5 0－0 1，5／ Ⅳ　 4 5 0－5 0J N　 4 5 0－0 5′ N　 4 5 0－0 5／ N　 4 5 0－0 1．5／ N　 4 5 0－0 0′ Ⅳ　 4 うJ 一〇が

位　　　 置 E 1 4 4 q L 4 4′ E 1 4 5 0－4 2．5′ E 1 4 7 0－2 8／ E 1 4 5 0－4 4／ E 1 4 5 0－4 4／ E 1 4 5 0－4 2．5／ E 1 4 5 0－2 8／ 即 ま5 ニー2 8／

天　　　 候 C C C C C C F F

風 向 風 力 6 ．2 N N E ．2 N ．2 S ．2 S ．2 S ．2 】　＿＿＿＿＿1 S E ．エ S E ．5

水　　　 温 1 1．6 ℃ 1 0．8 ℃ 1 1．占℃ 9 5 ℃ R 5 ℃ 1 0．°℃ 1 0．5 ℃ 1 0．5 ℃

透　 明　 度 8 m ふ5 m 8．5 m 5 m 5 m d m L　　　 5 m 5 m　　 j

O m 4 5．0 5　5．0 4　3．0 4　7 5 1 8．0 5　史 0 4　鼠 0 4 5・O i

測　　 2 m 5　7 5 4 賃5 2　ス 5 5　4．5 1 0．0 5 0 以上

（測定不能 ）

1 5．0

2　5．0
． 憩 室

定　　 5 m 2　0．0 5 ‡ 0 1 0．5 1 占．0 0　4．5 1 0．5

水 1 0 m 0　5．0 2　0．0 5 0 以上

（測定不能 ）

1 0．5

0 2．5

0　5．5 0　2．8 0　5．2 0　5．5
　 ヒ
2 8．8 】

渓 1 5 m

2 0 m

O　t 7 D　2．5 0 1．5 0　2．0 0 1．D 0 5，0

0．5

集 魚 灯

点 灯 状 況

右眩水上打 右舷水上打 ，水 水上灯 全点灯右 水　　 上　　 灯 右舷水上打J彪 4 右舷水上灯全点 水上灯全点灯 水上灯全点灯

全　 点　 灯 中灯 2m （白灯 1 舷水 中灯 1 0 m 全　　 点　　 灯 一砿4 1本の轟点 灯水 中灯 2 m 水 中灯 5 8 m 水中灯 2m　 5m

E ）全点灯 煩灯 1Ⅹ）全点灯 tT （赦 r2Ⅹ）点灯 （赤灯2Ⅹ）点灯 （赤灯 2E ）点灯

サンマ漁獲

状 況

そ の 他

事

これ より

小中型 サンマ

計 5 0 0 晦

小 中型 サンマ

計 2 7 0 晦

l
l

′J、中型 サ ンマ

灯付 和々良好

1 1回操業

イ頭昆り計 9 5 ト・
l

小中型 サンマ

灯付和 々良好

弓 咽 イカ削

】 計 5 トン

註．照度測定時のレンジ50　補正臼盛10　　　　測定値　OB　　50ルクス以上で判定不能


